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Challenges of Peer Review 
 
Cancer Science 

東京大学大学院 

医学系研究科細胞情報学分野   
Deputy Editor-in-Chief, Cancer Science  
 

間野 博行 
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Cancer Scienceについて 

歴史：  日本癌学会英文機関誌(月刊) 
              創刊106年 

     2014年1月よりフルオープンアクセスジャーナル 
 
年間投稿論文数： 1162  (2014年) 
掲載論文数：        225    (2014年) 
採択率：                     18%   (2014年) 
 
 

 

2014 Impact Factor: 
3.523 

 
Ranking in oncology: 

211誌中72位 
(Oncology) 
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査読におけるプライオリティー 

1. Speed 

2.  査読のクオリティー 

3. Ethicsの問題 
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       1. Speed 
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Editor-in-Chief 

 
Editors (9名) 

 

 
Associate Editors (約150名) 

 

Reviewers (登録者約500名） 

Review Article 

Original Article 

（平均3日以内） 

（7日以内） 

（査読期間：14日以内） 

Admin check 

Peer Reviewワークフロー 
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初回判定までの日数 

初回判定まで平均17日 (2014年実績） 
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論文執筆のためのツールの提供 

 

 論文テンプレート 

 

 カバーレター・テンプレート 

 

著者はテンプレート上の指示に従って執筆 
著者負担の軽減 
 
Admin Check段階での修正が減る 
   査読に進むまでの時間が短縮 
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論文テンプレート 

カバーレター・テンプレート 
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 2. 査読のクオリティー 
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1. Immediate Rejection 

    査読に値する論文のみを審査して頂く 

    査読者を疲弊させない 

 

2. 査読者による論文評価を数値化  

          

3. 査読者へのフィードバック 

    初回判定、最終判定の結果を通知 

    謝辞の掲載 

 

4. Associate Editor による採否基準の標準化 

    判定についてのガイドラインを整備 

    Associate Editor会議での情報共有 

Cancer Scienceの場合 
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Immediate Rejectionの重要性 

 

投稿論文の40％ はImmediate rejection  

   (内訳、77%はEditor ; 23％はAEによる) 

 

1.  査読者には査読に値する論文だけを審査して頂く 

     

2. Reject 論文の著者は早く次のアクションに移ること 

      が出来る 
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Reviewer Score Sheet より 

査読者による論文評価 

priority ratingで評価を数値化 

Rejectでも評価が上位の論文は著
者に提携先他誌を紹介 (Cancer 
Scienceの査読結果が提供される為、
採否判定が早くなる) 
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Associate Editor による 
採否基準の標準化 
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       3. Ethicsの問題 
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査読中あるいは採択直後の取り下げ希望者が増加 

主に中国人著者 
 

追跡調査の実施： 半年後にPubMed, Google Scholarで検索 
 

該当する21論文について 

     2本:  他誌に掲載されていた 

     3本： 他誌投稿後にwithdrawされた 

  6本：  withdraw後、他誌に投稿され採択・掲載 

     1本:    他誌にて掲載（投稿・採択日については不明） 
  1本：  ジャーナルでなくホームページに掲載 

  8本：  検索でヒットせず（他誌掲載となっていない様子）  

Duplicate submission 

投稿規定:    二重投稿発覚時には所属機関のAdmin officeに通知する旨を追加   
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Disclosure 

本発表に関して開示するべき利益相反はありません 


